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色物のぜい化に及ぼす媒染剤の影響　一植物染料の場合一

京家政大家政　卜部澄子　○聯渾美文

　目的　古代文化財の染織品を見ると、染色色相の変退色とその素材の損傷が比較的少い

場合と、著しくぜい化消失している物件などが見受けられる。これはそれらの染織品が保

存された環境と、その素材と染色に使われた材料に原因することが考えられている。われ

われはこれらの問題を取上げ、主として染色に使われた媒染剤が素材のぜい化に及ぼす影

響について実験を試みた。

　方法　1）試料‥60年生糸を精練して使用　2）染料‥蘇芳、紫根、刈安（市販品）3）媒:染

剤‥硫酸第一鉄、カリ明ぱん、硫酸飼　4) 染色方法‥先媒染した試料を染料抽出液に浸し、

染■媒染を５回と30回繰返した。　　5）実験方法･･1.容量30 j のガラス容器中の空気を0，ガ

スと入替えた申に試料を密封入し、8Q日と160日間O・に接触させて室温に静置した。（酸化促

進試験）。　　2.平行光来型高輝度光源装置UI－501Cにより紫外線照射（主たる波長290～435皿）

５時間と10時間を行う（光ぜい化試験）。　6）試m項目‥1.島津原子吸光光度計AA－670Gに

よりIS 料内の配位金属の変化測定。　2. JIS-L－1069-'78による引張り強伸m.試験（強伸度、

ヤング率、切断エネルギー測定）。　3.試料の色変化を変退色用グレースケールで判定

　結果　1. 試料の金属含有量は（ti

変化が少く紫外線照射の場合はOz接触より減少は少なかった。　2.試料の強伸度、ヤング

率変化が目立ったのは紫外線照射の場合二刈安、蘇芳は５時間照射で強度が低丁田した。金

属含有量との相関は見られなかった。　3. Oi 接触で試料の色は退色し、紫外線では黄色化

して、変退色が目立った。


